















































込を踏まえ、2010 年までに売上高 500 億円規模の事業確立を目指している。中国の事業ビジョン
は、輸出を含めてすでに基盤の確立している中間膜、IT、機能材料の事業拡充に加え、潜在成長力
の大きなRCP管、AGR/PEX、メディカルの３戦略事業の本格立ち上げに注力し中国社会のニーズ
に応えることにある。「科技之水 潤沢生活（積水化学の技術の水で、中国の皆様の生活を潤す）」
が積水化学の中国での事業スローガンである。 
中国では北部では干害、南部では水害と、水に関する災害が懸念される状況下で、水資源の有効
活用を図っていくことが課題で、そのような状況下、積水化学の総合的な技術が中国の「水」問題
の解決に貢献出来ると考えた。中国という大きな市場でのビジネスチャンスでもあるが、企業とし
ての社会的役割でもある。 
都市部では生活様式が変わり、水の需要が増大、建築管材に対する要求も高まってきている。積
水青島塑膠有限公司を生産販売拠点とし、日本国内でNo.1実績のある高性能水道管材AGRを中国
市場に展開し「安全と信頼」の快適な水環境創造事業を目指している。 
又、慢性的な水不足から、農業用水、南水北調を含む大規模な導水管、更に急ピッチですすむ下
水管など水インフラの整備が喫緊の課題であるが、従来の管材では耐腐食性、水密性に問題があり、
強化プラスチック管の需要が増大している。 
こうした状況下、新疆ウイグル自治区に新疆永昌積水複合材料有限公司をスタートさせた。同公
司は西部大開発のほか、中近東や中央アジアなどへの輸出も視野に入れたものである。 
この強化プラスチック複合管は耐久性、水密性で高品質であり総合コストも安く、都市の引水供水・
汚水、農業灌漑・排水、工業用水・排水などに幅広く使われている。積水は製品のみならず配管設
計技術、施工技術も提供することで、ユーザーの課題解決に貢献、中国国内のみならず中央アジア
諸国にも広く事業を拡大している。 
(今号以降４度にかけて、7/2の上海センター・シンポジウムの4報告を掲載します。・・・編集部) 
 
